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SUMMARY 

It was intsnded to trace the development of the Pacinian corpuscle in the cat 

mesentery h>・ means of electrnn microscope. The corpuscles were obtained from 

adult cats, or 30 cla~·s, 50 daγs and 80 da~·s afther their birth respectively. 

The results were as follows : 

1) The development of lamellae of the corpuscle. 

a) In the Pacinian corpuscle of 30 days or 50 days old cat, it was demon-

strated that the lamellae of the outer sheath of the nerve extended to the inner 

core passing through the outer capsule and the pre-inner-core. There were 

collagenous fibers betwesn the lamellae and the ScHw ANN cell. 

b) In the corpuscle of the 80山内 cat, lamellae of the outer sheath of 

nerve was observed to be ended at the boundarγbeh＼’ccn the pre-inner-core and 

the inner core. 

The lammellae of the inner core do not日ccmto have special relation with 

the lamellae of the pr・c-inner-core. The former was p1・obably developed from 

the crista旬 c~·toplasma of the cells which had been composing the innermost 

layer of the peripheral lamellae. 

c) The reticular structure, consisting of the cytoplasma of lamellae and 

regarded as the growth zone, was found in the juvenile corpuscle. 

The reticular structure was most frequently found in the pre-inner血 core,next 

in the peripheral lamellae nearest to the nerve terminals, and rarely or only 

rudimcn tarily in the innermost and outermost la~℃r of the peripheral lamellae. 

2) The1℃ were fouml the homoge11cous stripes, 1・（、即日・cled aメ thecla日tic 白bers, 

the outer capsule. Theγ ¥Vt:l'C round cxclusi¥'cl v in the Pacinian 仁川・pusclcsof 80 da;i・日

old cat. 



猫腸間膜ノfチ二一氏小体の発育に関する電子顕微鏡的研究 3331 

1. 緒 冨

パチニー氏小体はp はじめ1741年 Lehmann12iによ

って記載され， 19世紀中葉p Pacinii16JによってP ほ

f正確な光学顕微鏡的構造が発表されて以来p その特

異な形態と機能は，多数の研究者によって追及されて

来た．申で'i.J，皮下組織内のパチニー氏小体の発達に

ついてはp Pilate20り飯島，守！SJ,和田29）等により，

光学顕微鏡的に研究され，特に和田によって， 人の胎

生期手掌における本小体の発生が系統的に検討されて

いる．

近年， Quilliamと佐藤21）は，オスミッ ク酸固定によ

る光学顕徴鏡的研究によってP 小体の機能的解明のた

めの組織的検討を大きく進歩させP 更に Peaseと

Quilliam19l (1957）は，成長猫及び初生喝の腸間膜に

おける本小体を，電子顕微鏡的に研究して新分野をひ

らいた．この研究によれば，小体に特有な層状構造は

外包と内琶（従来光学顕微鏡的に内視と言われていた

部分）との中間にある成長層より，内，外へ出される

細胞質の延長によって形成されており，外琶へは細胞

質は同心円的に送り出されているがp 内萄へは細胞質

杭二つの「さけ目」を通って層状構造が両側性にな

るように送り出されていることが指摘された．

現在p パチニー氏小体と同じ型の神経終末に関する

系統的な研究が， Hubbard7l(I956), Loewensteinと

Rathkamp】3J(1958), Hubb!ird8l (1958）によってな

されており，一方この小体にヒョリン・エステラーゼ

の存在することがpBeckett, Bourne及びMontagna1l

(1956), Hebb及び Hill6l(1955〕， Coupland2l(1958) 

宇尾野28l(I955〕p 鈴木27l(J958）等によって指摘されて

いる．

ところもか〉るパチニー氏小体の形態あ 電子顕

微鏡的に解明しp 特にその特徴的な層状構造の各発生

砂階に於ける変化を微細構造から解明することはp た

だにこの小体自身のみでなく，一連の類似神経終末小

体の形態なり起源なりをもp 解明する糸口となりうる

であろう．

そこでわれわれはp 生後 1ヵ月から 3ヵ月までの獄

の腸間膜のパチェー氏小体について，この点を吟味し

更に成長した小体との関連性を検討した，九特に神経

の周囲組織と層状構造との関連にその重点を置きp 小

体に貫人する迄の神経の周間組織は問題としなかっ

た． ス生也後及び胎生WJの猫腸間膜の本小体の発生に

ついては手をつけずに今後の研究に譲った．

2.資料と方法

生後30日＇ 50日p即日及び成長した猪の腸間膜から，

l～2分以内にパチニー氏小体を分離してP デッキ・

グラスに張りのばし， 0.04モルのNaH2P04と0.04モル

のNa2HP04との適量を混じて， pH7.4に調整した緩衝

液で緩衝された 2%の四酸化オスミウムで， 15～18時

間固定している．小体は幼少猫からのものが多いので

小体の最外層をはじめに剥離しなくてもF 中心までよ

く固定できる．

間定後＇ 70%, 90%, 100%アルコールでP 夫々40

分間づっ脱水してからP n-Buthyl metachrilateと

methyl metachrilateを6; 4の割合に混じた液体

にひたしP 同じ液体をカプセル内で半重合させたもの

をp 資料の上にかぶせた上で，全体を重合させる．す

ると小体を合む腸間膜面はp カプセルの水平面に張り

ついたまも包埋されるので3 重合後，小体の長軸が正

面に出て来る．このため，切片にする前に，光学顕微

鏡気l観察をなし得るい又，小体の縦断p 横断切片が

得易い利点がある．か〉る操作による資料の歪みはp

固定及び包埋を注意深し且つ速かに行なうことによ

ってP 殆んど除がれる．

なお使用したミクロトームは島津ultramicrotome

k型， NipponUltramicrotome RV-3型であって，

電子顕微館 む明石電子顕微鏡TRS-50型p 目立屯子

顕微況HU-JO型及び，同HS-6型である．

3.観察

低倍率連続撮影の電子顕微鏡写真（第 1図p 第 Z凶〉

によればp パチニー氏小体は＇ 4つの部分に分けて観

察するのが便利である．即ち

]') 内部の内包（光学顕微鏡的には内樋）と名づけ

られている部分でy 神経とそれを取囲む細胞の層板か

ら成るものと y

2) その外側に存在していて多くの同心円的に排列

された層阪があってP これは外芭と名づけられるもの

である. PeaseとQuilliaml9J(I957）はp 内琶のすぐ外

側にp 成長部分としての成長層を区別しているが，幼

少小体で、はそれが不分明であるためP こ、では成長層

にあたる部分を外琶に含めて記載した. ；）：＇.こ，

3) 神得ボ外ー包の最外層に貫入している部分からp

内初に至る迄の部分でp こ川ごは，神経を中心とした

特異な構造がみられるのである．併しp この部分につ

いて；ん従来正確な記載がないので3 前内琶と名づけ
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ることにした．更にp は途切れp 叉他の部分ではその一端を内，外の細胞関

心小体の外琶から外側の部分でp こ川こはp 広い 隙へのばして終っている．神経に最も近い2～3層は細

細胞間隙と線維球がみられP 所々に神経と，それを取 胞間療も広く p 細胞質問志の連続も少ないー層と層と

巻く層状構造及び血管がみられる．そしてこの部分の の間際の所々にはpコラゲン線維が束をなしてp神経と

限界はp 小体の成長につれて明確になり p 成長猫から 平行に走ってL、る（第3図p第 4図）．しかし Schwann

の小休ではp 細胞間際も狭し殆んど結合織のみとな 細胞と神経外輸の層板との聞には連絡はみられず，コ

るがp 小体の形成にあづかっているのでP これを外被 ラゲン線維で多くはへだてられている．血管の走行

と名ずけて区別した． はp ほ Y神経の走行と平行であ’）て，血管の周辺にあ

本研究ではp 前内壱に焦点を合せp 外被から順次各 る細胞も，ほ f神経の定行と平行な方向に細長くのび

部分毎に層状構造の関連を検討しつ》観察を進めた． ており，層状構造をなしてはいないがp 細胞質は厚

a）外被中の層状構造 く，ミトコンドリアやゴルヂ装置を多く含んでいる．

神経は小体に入る時p その成長段階に応じてP 一定 神経がp タト琶の最外層に貫入している部分ではp 神

の距離だけ外被の中を通るが，包埋したま、で，まだ 経外鞘の層板の最外2～3層tむそのま、外琶の最外

切片にしていない小体20について， 100倍の光学顕微鏡 層に続いているがp 他の内側の層板はそま》内琶に入

で観察すると Schema.1におけるpType. C', Type. D ってP その部の神経をp 同様に同心円的に取巻いてい

のようにp 外被中を通過する神経の距離が最少のもの る．また神経外鞘の外部を走っていた血管はp 既にこ

はp 成長猫及び生後80日目の猫の小体に最も多くみら の貫入部の手前で，神経外鞘の層板と層板の聞に取り

れp生後30日p生後50日間の猪の小体ではp 外被中を通 こまれてP 前内萄に入って行く．そしてこの部分では

過する神経の距離がp小体全周の1/8位である Type.B 二心血管周辺にあったコラゲン束もP 巾広い外被の細

やF 1/4位である Type.Aがp 夫々の半数を占めてい 胞も，これ迄神，径の走行と平行な方向えはその方向に

た．もっともこの場合p 生後30日目， 50日目の猫の小 平行に長軸をもっていたが，漸次方向を変えていて，

体に於いてもp Type.Dがみられることもあった 外琶の最外層に平行な方向又はその方向に平行な長軸

(Schema. 1〕 をもつようになる（第51か．

Type.A. 

Type.B. 

Type. C. 

Type. D. 

(SCHEMA.I）オスミック酸固定＇ 100 
叫喝 ε 倍の光学顕微鏡によるパ
＂／～ J チニ一民小体全体の観察

ぞ捗＝胃＂＇)ii l生後30日

§ i~~：；~ 
＠ 生後80日

e 
極璽

1：生後30日
生i壬50日
生民80日
成長猫

・・ー外被

…・・前内葱

－内琶

外被の中を通る伸長じはpSchwann細胞とP l\Iyclin•聞

を伴なっており，そのすぐ外側にはp 神経を同心的に

取凶む鞘のような，数層の屑板が存在するので，これ

を一応神経外相と名づけておこう．この神泌外開ではp

一つの細胞質はp 他の細胞質と重なり ci'I,、P 城山1；三J、で

神経や血管のみられない外被（SchemalのB区域）

では，細胞の長軸の方向とP コラゲン束の方向はp 外

省の最外層とほピ平行をなしていて，而もコラゲン点

の中にはp 方向の不定のものもあり p 叉螺旋状になっ

( SCHEl¥IA. 2) 

神経が外被より前
内包へ移行する部
分． （生後30日目
50回目猪の小体に
ついて．）

Peripheral lam-
ellae 

pl・e-rnner-core
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この他P 外被には，比較的外萄の以外層よりl雛れた

部分にp 電子密度の低い，均質な索状物がみられP rfJ 

はp 外被中のコラゲン来とほ f同じ位でP 0.5μから2.0

μ｛立であってP その方向もコラゲン束とほぼ等しい．

この索条物は，一部分コラゲン線維に移行している部

分もみられて，コラゲン線維と析出段階を具にした弾

力線維と考えられる（第6図入

而もかような索条物は，生後80日目の小体にのみみ

られることから，その前後の時期に析出されP すぐ消

え去るものと考えてよい．

80日目の小体の中にはp 外被の細胞間際が殆んどな

くなり，細胞質は長く層状に連なって，コラゲン線維

も互に癒合して，その断面では鱗状をしたコラゲン束

をつくり，時に上述の索状物をも混じた結合組織を形

成しているものもある．

b〕 前内省

神経が外琶に貫入する部分からp 内葱に至る迄には

神経を中心とした特異な構造がみられ，これを前内琶

と名づけるが，その中心を通る神経は Schwann細胞

とmyel in鞘を伴なっている．生後30～ 50日目の小体

では，神経の外側には，外被中を神経が通っていた時

と同様にp 数層の同心円的な層状構造即ち神経外輸が

あって，この層板の外側にはp 細胞質が網の自のよう

につらなり合っておりp この網状構造は血管をとり巻

いているばかりでなし外側では殆んどの外琶の層板

がこの網状構造の細胞質とつながっている（第7図，

第2図）．

小体に貫入した血管は，その殆んどがこの網状構造

内に存在していて，時には血管の周辺に，それを取り巻

く数層の層板があり，その最外層で網状構造と速なっ

ている．血管が外琶の層板で囲まれている場合でも，

3333 

数屑の層仮が血管を取り巻いている．

生後80日目の小体になるとp 網状倦造tむその以前

ほど発達しておらずp 成長した小体ではp 網状構造は

殆んどみられずにp 層板だけとなり，神経を取り巻く

層板の外側の層はp 又血管を取り巻く層仮をも一緒に

包み込んでおり，これは叉外琶の層板とも連続してい

る（第8図〕．

前内省の網伏構造や層板をつくる細胞の核はp円形，

楕円形又は種々の変形を示すものもあるがp 外琶の核

のように扇平なものは殆んど見当らない．その細胞質

は時に厚〈， ミトコンドリア．ゴルヂ装置等を含んで

成長部分としての特徴をあらわしている．

中心の神経にはp ミトコンドリア地むその特有の結

晶を含んで軸索の表面近くに分布しておりp 叉所々に

直径 50mμ位の小水泡がみられるのはp Peaseと

Quilliamがp パチニ一氏小体の軸索中にp その他に

も亦脊髄中等で見出されている”synapticvesicle" 

17.18.W.23.14）と考えられるものである（第9図）．

前内芭は全体として，中心をなす神経と共に大きく

屈曲しており，時に直角近くも方向を変えるが，網状

構造の範囲は必ずしも神経を中心としてP ぼゾ等しい

距離内にあるわけではなし神経の屈曲した部分の，

神経のなす角度の小さい側は特に巾広くなっている．

前内奇から内萄への移行部ではp 生後30日目から50

日目位の小体ではp 神経を取巻いている数層の同心円

的な層板が，そのま〉末広がりにひろがってF 内琶へ

入って行く．叉その外側にある網伏構造からもp 内葱

へ層板を出しているがp これと網伏構造から外芭へ出

す層板との境界は明瞭ではない．

内沓へ入った層絞は屈曲が強く p その層板間際は広

し且つコラゲン線維は多くてP その方向も，ほ f小

(SCHEMA. 3) 

前内芭より内萄への移行i沼． （生後30日.50目猫）．
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付、の長軸に平行であるが，内沓の層板の屈曲が強いた

めp それに伴って相当な屈曲を示している．内琶の層

板は核を有していてP 円形に近いものが多い （第10図

第13図j (Schema. 3 1. 

しかし，生後80日目位の小体になるとp 前内包と内

琶との移行部に於いてp 前内葱に於ける神経周囲の層

板中p 最内層の 2～3層は前内壱の尖端で網状構造を

つくって閉じてしまう．そして，それより外側の属板

は，そのま、で外琶の最内層に連続して内萄全体を包

みこんでいる．それ故に3 内琶の層板は，もはや前内

葱の層叡とは連続していないー

こ、 でP PeaseとQuilliamが指摘するようにp 神経

は内葱に入る直前で，先ず Schwann細胞とmyelin鞠

とを失っている．軸索が 2本以上に分岐するのは，そ

れが myelin鞘を失い Schwann細胞も伴なわなくな

って，裸になってから後の前内琶の範囲内でである

(Schema. 4，第11図，第12図）．

前内琶全体を通じてP Schwann細胞や myelin鞘と

その外側にある同心円的な層板との連続はみられず，

その間は多くはコラゲン線維でへだてられている．

c） 内主主

生後50日目迄の小体でtt，内萄をつく る層板は，前

内琶をつくる問11；，スはそれに関連する網伏構造の連

続であって，内琶の層板は屈曲がはげしし層板間際

は広く，コラゲン線維が多く p 且つその方向はp 屈曲

した層板と方向を共にしているために，全体 として

はp 小体の長軸の方向をとっているがp 細部では相当

な屈曲を示している．内琶の細胞は，細胞質の巾が一

般に広く p ミトコンドリアやゴルヂ装置を随所に認め

核は概ね円形に近い（第10図p 第13図）．

生後80日目以後の内葱ではp 核は見当らずp 層板は

屈曲せずにp 神経を取りまきながら殆んど小体の長軸

に可iJに走っており，層板同志は密に援していて，殆

んど間際をみず3 ただ内琶を縦に 2等分するすき間に

しか見当らない.PeaseとQuilliamはこれをさけ固と

名づけて居るがp その部分にはp Pease等の指摘する

ような細胞質の「腕」〔即ち，外琶の最内層の層板が，

内萄へ出している細胞質の鶏冠状突起）と恩われるも

のが散在する（第14図〉．この鶏冠状突起の縦断面の

みえる切片もある（第15図）．

内琶の神経が 2つ以上に分岐している場合l土，夫々

の分枝をばp 内琶の細胞質の層板が数層，個々に取り

かこんでいる．一つの神経を取りかこんでいる細胞質

の層はp Peaseの言のように，二つのさけ目をもって

いるものよりも3 より多くの場合，そのー側のみにさ

け目を持っている．二本以上の神経が内葱にみられる

場合にはp 一つの神経を取り囲む層板がp 他の神経を

取り囲む層板へ細胞質の枝を出しているようなことは

みられない F そしてP 神経を取りまく層板は，外琶の

最内側層板の樹枝状突起の延長であるという証拠しか

見らない．このことはp 内琶の神経が一本の場合につ

いてのP PeaseとQuilliamの内琶の層板に関する記載

じ原則的に一致している．こ、でP 軸索の分岐は，

生後80日目の小体以外では見らない（第15図p第16図）．

神経の末檎部では，層板の細胞質は巾）去しその上

層状をなして神経を巻きこんではいない．大部分，＇）細

胞質l土，その横断面では非連続で散在しており，部分

的に数層の層阪が重っていても，神経の全周囲を閥む

に至らずp そのー側のみを傘状に被っているにすぎな

し、．

d) 外をと網状語審造

外査の一般構造即ち30層以上に及ぶ同心円的な層状

J構造をよくみると，ごく巾のせまい層板の細胞質と，

円板様に属平化された核，そしてその核の両極附近は

(SCHEMA.4) 

前内省より内省への移行部

（生後即日目F Z誌に
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細胞質が比般的）手〈て，内容物がかなり重量むにあり，

叉層板は一般に切れ目がなくて重り合っていてP 更に

コラゲン線維が小体の長軸に垂直な方向に 走ってい

る．このよ 「なこ とは， PeaseとQuilliamの記載に一

致しているのである．併しこれ等は成長した小体に関

する所見であって，発育の若い小体では，層板をつく

る細胞質と細胞質との聞にギャップがみられるばかり

でなく p 層板の細胞質は，層板の細胞間際、中に孤立し

た小さい環状物をつくっている場合もある．

叉外琶の最内層に近い数層と，最外層に近い数層で

It，隣接する層板が所々で合ーして粗大な網状構造に

みえP 特に神経末楠

前内葱に於けると変らない程度に明11：（に発達した網状

構造がみられ，その部分の核も円形或いは惰円形でF

細胞質も厚く， ミトコンドリアp ゴルヂ装置等も多く

そなえていて，前内琶と同様に成長部分であることを

示している（第2図）．

網状構造の発達の程度を順に記すと，前内芭，神経

末梢に近い部分の外芭最内層p 外芭最外層p 外琶最内

層の順である．

4. 討 論

パチニー刷、体の層状構造の起源、がp 中医薬起源の

高度に特異イじされた線維涼であるかp それとも Sch-

wann細砲の突起物の延長であるかlこ就いては3 久し

きにわたって論議されてきた.PeaseとQuilliamは3

I) 結合繊性であるとされているコラゲン線維と，

層板とが混じ合いながら発達している．

2) 神経を取囲むミエリン鞠の終る所まで， Sch-

wann細胞はのびているがp その部分でのの琶の層板

とSchwann細胞との連続は見当らずp 而も内琶はp

そのはじまりの部分においてすら，すでにその両側性

の組成をとっている等の点からp 中座薬起源の線維球

説を支持している．

われわれの研究結果ではp 先ず生後80日目以後の小

体に於てはPeaseとQuilliamのあげた 2つの証拠を確

認した．而してそれ以前の小体に関しては，すでに小

休の外で神経外革命をなしている数層の層板がそのま》

小体の外被中に入りp前内琶をへて，内琶に迄つづいて

いるので，この層仮と Schwann細胞との聞に何等かの

関係があることを示唆するようにも思えるが，実際に

はこの層板と Schwann細胞との聞には，外被中から

内葱に至る迄何等の連続も見出され得なかった．且つ

Schwarin細胞と，神経に最も近い層板との聞は＇ ~多

くの場合コ ラゲン線維来でへだてられており，前内琶

及びその前後の部分では， Schwann細胞に近い層板

ほど細胞間際が広くなっていて，コラゲン線維束も多

いということは，層板が中医薬起源の線維球より成る

ことの論拠を強めている．もっともp 神経外鞠が，外

引に至る以前において， Schwann細胞と連続じていた

かどうかの点はp 今後の研究にまたねばならない．併

し，成長猫の小体に於いて， PeaseとQuilliamが観察

推定したように，成長層から内・外萄の層板がつくら

れて行くという説は，あく迄も成長猫についてのみの

話であってP 幼少猫の小休にあっては，外琶の最内層

の数層はp 層板間際は特に密ではなくて， Pease等の

いう定型的な成長層は見当らずp 又彼等のいわゆる

Perikarya，即ち樹枝状突起を出す原形質休らしきも

のも，また桜枝状突起そのものも見当らない．そして

生後80日目の小体から， はじめてそれらが観察し得た

ことから最初幼少期に於いては先ずp 前内をにおけ

る神経外鞘の層状構造及び，前内琶の網状構造杭内

琶の層板へとのびて行くものと考えられるのである．

生後80日目の小体の内葱でIt，屡々神経が 2本以上に

分岐しているが，これがp 生後何日目位から分岐しは

じ山生後何日目位で，いかなる経過をたどって成長

猪にみられるような l本の神経になるのかp 又神経分

岐点が漸次末梢に移動して，最後にはp 神経終末部の

みに分岐を残すばかりになるのか，それとも中心の l

本を残して他は変性するのか等は，今後の問題として

取上げられてよい．

次にp パチニ一時j、休の構造に関して，光学顕微鏡

的に意見の分れている諸点を，電子顕微鏡的に考察し

てみると，先ず内葱に核があるとする説 （Michai-

low, Krause11l, Schumacher，守15））と，存在しないと

する説（Dogie!,Stiihr26＞，児玉）とが対立しているが

上記したことでも分るようにp これらの説は発生の相

異る段階において観察されたものであってp 即ち前者

は生後50日目位より以前の小体でp 前内琶の神経を鞠

状に取りまく 層阪がp そのま〉内葱へ入って，内琶の

層板をつくっている段階を観察したものでありp また

後者はそれから以後で，前内琶の層板及び網状構造が

内琶の層状構造と関係を持たなくなってからの小体を

観察したものなのである．又小体にはp 知覚線維の他

に交感線維も進入するとする説明okolow25J,SaJa21>, 

育籾のがあるがp 小体の中心を通る有髄神経及びその

線維の延長の他に，小体周辺にみられる神経としては

幼少小体に於て，神経が外葱に貫入する前に外被の中
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を，全周の1/8～1/4位まで通過しているのを認めるば 部分に多しその他には，外琶の最内層及び以外

かりでF これとても，小体内琶へ入って行く神経の一 層の 2～3層に痕跡的にみられるのみである．

部を観察していることになるのである．パチニー氏小 2) 外被中の屑平な細胞とコラゲン東にまじってP そ

体へはp 結局 Schema.1でみるようにp 内ー包に入る 1 れ等と同じ方向，ほ ピ同じ位の太さの均質な索条が

本の神経以外はないということになろう． みられるがp これは弾力線維と考えられる．この線

小体の内湿の基礎質についてはp 古来種々論議され 維はp 生後80日目の小体で見出されるのみで，その

て定説がない．たとえは「髄輸の肥厚」「リンパ褒」叉 前後の小体には見出しえない．

は漠然と「無核性の原形質様物質」等の説があるが，わ 稿を終るに当ってy 終始御教示をいただいたp 京都

れわれのえた所見からすれば Kolliker9Jや Krause11l 大学医学部外科学教室第2講座，木村忠司助教授p 及

の「結合棋を性物質」或いは Menke!,Schumacher，児 ぴ種々の御忠告を頂いた，京都大学医学部皮膚科学特

玉等の「層板系の結合織の続き」とする説がより有力 別研究施設，西占貢助教授に深甚なる感謝を捧げる．

であろう．

而もわれわれの研究結果のうちでも最も重要な点は

幼少小体全体に分布する網状構造であって，これは前

内芭に於て最もよく発達しており p 更にそれが成長部

分であることを示唆する細胞内容物がこの部で最も豊

富である．次いでこれは神経末梢に最も近い外琶の数

層の部分に発達しており，その他には，外琶の最内層

及び最外層で少し見出されるのみである．

更にまた外琶の外側に近い部分での層板の不連続性

やp 外被部分での遊離した線維球及びその走行からみ

るとP パチニー氏小体はp その幼少期にあたってP 外

査は外被及び前内萄及ぴ内琶のすぐ外側から形成さ

れP また内琶は前内葱のみから夫々形成されP 成長速

度の大なるぶ分でIt，層仮の細胞質l土y しばしば網状

構造をつくるものであることを示しているのである．

5.結論

猫の腸間膜におけるパチニー氏小体の発育をp 生後

30日間から成長猪まで電子顕微鏡的に観察して次の結

論に逮した．

1) 小体に特有な層状構造をp 発生段階を追って検討

すると，

a) 30日間及び50日目の幼少小体でlむ神経外輸は

神経を取巻いたま〉でF 外被を通りp 前内芭から

更に内葱に迄のびているがp Schwann細胞との

聞はコラゲン線維によってへだてられている．

b) 80日目以後の小体では，神経外鞘はp 前内萄か

ら内琶へ移行する部分で閉ぢてしまいp 内琶の層

板はp それとは別にp 外琶の最内層の細胞から出

る鶏冠状突起の延長によってつくられている．

c) 幼少小体に多くみられる層板の細胞質の網伏構

進はp 成長部分と考えられる．こjしはp 前内葱部

に最も多く p 次いで，神経末梢に最も近い外琶の
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電子顕微鏡写真説明

図1. 生後30日間猫の腸間膜におけるパチニー氏小体の縦断面．写真の両端に外被がみられp 左側の外被中

には有鎚神経及びそれを取囲む神経外鞠がある．（図3で拡大像を示す）. N ：神経.G：血管. 900×． 

図2. 生後30日間猫の腸間膜におけるパチニー氏小体の縦断面．写真の両端に外被がみられ，左端の外被中

にはp 2つの有髄神経の横断がありp 小体内に入ってすぐにp 前内琶（有髄神経を含む）の横断面が見

られる.N：神経.G：血管.My ：ミエリン鞘.A：神経軸索.Mit：ミトコンドリア.800x. 

図3. 生後30日目猫から．図 Iの一部拡大．有髄神経じそれを取巻く神経外鞘の横断面.A：神経軸索．

My ・ミエリン翰． （部分的解離は（（図中×で示す））は人為的産物）. J¥1it ミトコンドリア.Sc・シュ

ワン細胞.Cof：コラゲン線維.210ox. 

図4. 生後30日目猫から．外被中を通る有髄神経とP それを取巻く神経外鞘．右端には外琶の層仮が10層ほ

どみられP それより左側が外被になる．矢印に示した部分はp 外琶最外層と，外被中の神経外鞘との連

続した部分.A：軸索.My ：ミエリン輸． Mit：ミトコンドリア.Sc：シA ワン細胞. Cf ：コラゲン

線維.G：血管. 2800×． 

図5. 生後50日間猫から．神経外鞘が外被より外包へ進入している部分．左側の半弓状の層板は外萄の最外

数層で，右側より半円状に重なっている層板が神経外鞘．後者Jフ以外の 2～3層は，前者の最外層に連
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続しているのがみられる. G：血管.F：脂li}jJI沈着せる細胞. l¥Iit .ミトコンドリア.C'f：コラゲン

線維. 3800 x. 

図6 生後80日目猫から．外被中の弾力線維． （矢F-Pの部分で，コラゲン線維に将行している）． Ef：弾力

f~~縫. ('f －コ弓ゲン：泉市佐. Fee ・線維球の原形質. Fen：線維球の核.Mit：ミトコンドリア． G，・：ゴ

ル中水泡. 4200×． 

図 7. 生後30日猫から．図 lの一部折、九前内琶の縦断面．たずし中心の神経はあらわれていない 網状構

造が非常に発達している.Mit：ミトコンドリア. Cf ：コラゲン ~li＇維.G ：血管. 1300x. 

図8. 成長猫から．前内沓の横断面．中心は有髄神経がみられP そのまわりをコラゲン線維と同心円的な層

板とがI＆りまいている. A.軸索. l¥Iy ミエリン，＇1~i'J. （×印は人為的遊離） Cf ：コラゲン線維. G: 

c.'l管. 1500×． 
図9. 成長猫から．図 8 の~；＇；ijJ）、大．中心の軸索はミエリン鞘とシュワン細胞を伴っている.A ：軸索．

:u~· ミエリン鞘.l¥Iit ：ミトコンドリア. Sv：所謂＂ SynapticHsic!e・’（＇f：コラゲン線維.Sc：シ

」ワン利lilE!. 14000 x . 

図 10. 生後50 日猫志ミら．前内芭から内琶への干宅ff ，＇，＇，~

そJ,Lを取巻く層状構造と共に内葱に入つて行く．内琶へは層状構造が末広がりに人つている．右下部に

網状構造が多く p 血管や種マの形の核を含んでいるのはp これが前内琶の一部だということを示してお

りp 神経は写真左上の横断面より前に出てF 下方へのびp この；＇；1：分の前面で強く屈曲して右へ曲ってい

る. A：神経軸索.l¥Iy ：ミエリン鞘.Mit：ミトコンドリア.Nie：内葱の層板の核．ぽ：コヲゲン線

維.F：脂iiJ;i't；涜.Sc ンユワン細胞. G: 111l1°'i;. Gγ ゴルヂ7.ki'包.3200x. 

図 11. 生後80日猫より． 前内包より内萄への移行部． 中央に前内葱があり p 右端に内琶の一部が見える．

両者の層阪に直接の関連はなしたず前内琶の最外層板の 2-3層がp 内琶のすぐ外側を網状に連なり

ながらのびているのみである． 前内琶の中心にある軸索は丁度この部分で3つに分岐している． A: 

車由索.l¥Iit .ミトコンドリア.Gv：ゴルヂ＊i包 G ：血管. 1300×． 

図12. 生後80日猫より．図10の一部拡大． 中心部にあ弓前内琶における軸索はp 左下より右上へのびるに

従って， 3つに分岐している．分岐する迄の部分にはp ミエリン翰もp 又一部シュワン細胞も見られる

が，分岐した後は神経軸索lエ何物にも被われずに裸である．軸索の外にある層板の網状構造はp 内琶へ

はのぴずにその手前で閉ぢてしまう. A：軸索. l¥ly ミエリン鞘. Sc：シュワン細胞． l¥Iit：ミトコ

ンドリア.Cf：コラゲン線維. 4000 x. 

図 13. 生後30日目猶より．内琶の縦断面． 一見p 細胞質とコラゲン線維とが混在しているよろに見えるが

細胞質は強く屈曲しながら長く縦に層をなして続いており，コラゲン線維はその聞を縦に走っている．

℃：細胞質．℃f－コラゲン線維. :¥lit ミトコンドリア. Gv：ゴルヂ7j（）包. 3600×． 

図 14. 成長猫より．内琶の縦断面．左端の神経軸索より水平に右端まで「さけ目 Jがあって， 内琶の層板

を上下に分つ． 「さけ目Jの中には， Pease等の言弓細胞質の「腕」が散在しており P 右端のさけ回附

近には，内琶へ侵入して来た成長層からの細胞質とその核が見られP Pease等の所謂Perikaryaと考え

られる．叉，この図の上方p 内琶の外側にp PからQまでの聞に層仮を形成する細胞が l個，完全な形

であらわれている.A：軸索.Cl：「さけ目」.Arm：細胞質の「的. l¥lit：ミトコンドリア.G，・ゴル

ヂ水泡.N：層板の細胞の核. 1900×． 

図 15. 生後80日猫より．神経を含む内琶を斜に切った面．下方に軸索が見えp それへ向ってP 外琶の最内

層から細胞質の鶏冠状突起がのびて来ていてさらに内琶へその細胞質の枝をのばして行く（矢印の方向

へ）. A ：軸索.Mit：ミトコンドリア．日v：所謂”SynapticvesicleぺEr：車『網内向.C'r，原形質の

鶏冠状’句，ll;. 5100×． 

図 16. 生後80日猫より．分岐せる神経を合んだ内芭の縦断面のイ；1；.右端上部の細胞が Pease等の所謂”

Perikarya”でP そこより内葱内へ鶏冠状突起が出て来て神経を包みこんでいる． （矢印の方向へ I. A 

：軸索. Mit.ミトコンドリア. Gv：ゴルヂIj¥i包. Er：帝国網内被. p.所謂”Perikarya’＇.Cr：原形

質の）；＇［］冠状突， w.1700×． 

図 17. 生後80 目~／Ii より．内琶の縦断r1rriの一部でP 図 16 のーι拡大．中心にある軸索を聞んで内琶の細胞質
ボ，互に密接しながら取巻いており，そのー側「左 t方〕だけにさけ日がある． ¥ 軸索. l¥Iit・ミト

コンドリア．以 所謂 P 只ynapticvesicle". （；、 ゴル平水ll'!. ('I さけ目. :¥1じ内琶の細胞の伎．

C；内琶の細胞の細胞n.3400×． 
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